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Applications and

Contents)

本研究では、短寿命アリールリチウムの効率的な捕捉により、官能基化された芳香
族化合物の基盤となるハロゲン化アレーンを合成することを目的とする。

実験
Experimental

利用者が独自に開発した精密in situトランスメタル化を用いて、脱プロトン的リチ
オ化により生成した短寿命ハロアリールリチウムを塩化亜鉛ジアミン錯体により捕
捉した。

結果と考察
Results and Discussion

対応する有機亜鉛はアラインを生成することなくヨウ素化でき、ハロゲン化された
ヨードアレーンを幅広く合成した。得られたハロゲン化アレーンをESI法やDART法
により質量分析したところ、イオンピークが観察されなかった。一方、本事業にお
ける高分解能EI法の技術代行により、目的とする化合物の分子式が客観的に支持さ
れた結果を得た。
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